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　日本環境設計の事業は「再生ポリエステル製造事業」
「携帯電話リサイクル事業」「ジェット燃料製造事業」が柱
となっている。再生ポリエステル事業では全国から自社工
場に集められた衣料品からポリエステルを取り出し、独自
技術により再生ポリエステルペレットを製造し、多くのグ
ローバル・アパレルブランドに供給している。携帯電話リサ
イクル事業では使用済み携帯電話を自社工場で熱分解
し、プラスチック部分は再生油へ、残渣は金属資源へと再
生が進められている。 そして、髙尾社長が大阪大学助手時
代から取り組んできた技術は、「バイオジェット燃料」とい
う新しい領域へのチャレンジへと発展し、日本環境設計
の新しい事業の柱への成長する可能性を秘めるに至っ
た。日本環境設計は、創業以後、リサイクル事業を順調に
成長させ、経営を軌道に乗せてきたが、今後も循環型社会
の実現に向け、その動きは国内外の注目を集めている。

会社の特徴、事業概要

　日本環境設計の代表取締役社長である髙尾正樹氏
は、大阪大学先端科学イノベーションセンター(当時)の特
任助手として、大阪大学産学連携本部兼松泰男教授(現・
大阪大学大学院理学研究科教授)の研究室とともに、古
着の綿繊維の糖化プロセスとバイオエタノールの生産技
術に関する研究を行っていた。髙尾氏は大阪大学離任後
に「リサイクルの促進による、石油を使わない循環型社
会の実現」を理念として日本環境設計を創業、創業後も
兼松教授の研究室と共同研究を行った。この研究によっ
て得られた知見やノウハウが日本環境設計の主力事業
である再生ポリエステル事業に引き継がれている。

大阪大学との関係

　大阪大学大学院医学系研究科の機能性ペプチ
ドに関する研究成果をもとにした「抗菌ペプチド」
および「抗体誘導ペプチド」を技術の柱とし、医薬
品、化粧品等の広範な分野でこれらの実用化を目
指す目的で、平成２５年１０月に設立。大学の機能
性ペプチドの研究成果の中から、実用性の高いプ
ロダクトについて、共同研究を行い、シーズをイン
キュベーションし、実用化への橋渡しを行う。

大阪大学/OUVCとの関係

OUVC投資先企業

日本環境設計株式会社
https://www.jeplan.co.jp/

本社所在地 神奈川県川崎市川崎区扇町12-2

代表取締役 髙尾　正樹

設立 2007年1月

本社所在地 大阪府茨木市彩都あさぎ7-7-15

代表取締役 三好　稔美

設立 2013年10月

OUVC投資先企業

株式会社ファンペップ
https://www.funpep.co.jp/

抗菌ペプチド及び抗体誘導ペプチドを活用した
医薬品・化粧品等の開発

再生ポリエステル製造事業、携帯電話リサイクル事業、
ジェット燃料製造事業を中心とした、
リサイクル・インフラの構築

　機能性ペプチドに関する基盤技術から生み出
された「抗菌ペプチド（創傷治癒、抗菌）」および

「抗体誘導ペプチド」を実用化することにより、開
発リスクの異なる領域（医薬品及び化粧品等）で
の製品開発を行っている。抗菌ペプチドは、褥瘡
(じょくそう) に代表される皮膚潰瘍の治療薬等の
医薬品開発に貢献することが期待されているほ
か、ヘルスケア商品や化粧品としての開発が進め
られている。抗体誘導ペプチドは、免疫炎症性疾
患やアレルギー性疾患を対象としたペプチド治療
ワクチンとしての開発が進められている。また、外
部研究機関との共同研究を通して機能性化粧品
の開発や新しい投与方法の開発も進めている。

会社の特徴、事業概要 技術シーズの起源

「抗体誘導ペプチド」の作用メカニズム


